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「
平
和
四
原
則
」
の
願
い
、
非
武
装
中
立 

 

１
９
４
５
年
８
月
15
日
、
敗
戦
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
の
基

本
は
、
敗
戦
国
日
本
か
ら
キ
バ
を
抜
く
「
非
軍
事
化
と
民
主
化
」

政
策
で
し
た
。
具
体
的
に
は
軍
隊
、
財
閥
、
産
業
報
国
会
の
解
体

と
教
育
改
革
・
労
働
組
合
結
成
・
農
地
改
革
で
し
た
。 

45
年
11
月
２
日
、
日
本
社
会
党
結
成
大
会
、
47
年
５
月
３

日
、
「
日
本
国
憲
法
」
発
布
、
一
方
で
49
～
50
年
、
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
、
下
山
事
件
、
三
鷹
事
件
、
松
川
事
件
、
50
年
６
月
、

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
７
月
、
「
７
万
５
千
人

か
ら
成
る
警
察
予
備
隊
の
創
設
」
を
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の
時
点

で
政
府
は
、
あ
く
ま
で
も
「
警
察
」
を
補
う
も
の
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
し
た
。 

50
年
７
月
11
日
の
総
評
結
成
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の
も
と
共

産
党
の
政
治
主
義
的
な
押
し
つ
け
に
反
対
し
て
提
起
し
た
「
組
合

民
主
主
義
の
樹
立
」
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｆ 

      

Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
「
国
連
軍
」
の
名
に
よ
る
朝
鮮
戦
争
へ
の
介
入

を
正
当
化
し
、
日
本
の
再
軍
備
を
促
進
す
る
態
度
を
総
評
に
求
め

て
き
ま
し
た
。 

日
本
軍
国
主
義
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
51
年
１
月
、
左

派
に
主
導
さ
れ
た
日
本
社
会
党
第
７
回
大
会
は
、
「
再
軍
備
反

対
」
を
決
議
し
て
平
和
四
原
則
「
全
面
講
和
、
中
立
堅
持
、
軍
事

基
地
反
対
、
再
軍
備
反
対
」
を
確
立
し
、
平
和
と
民
主
主
義
、
非

武
装
中
立
の
政
治
姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。 

委
員
長
に
就
任
し
た
鈴
木
茂
三
郎
は
、
「
青
年
よ
、
再
び
銃
を

と
る
な
、
婦
人
よ
、
夫
や
子
供
を
戦
場
に
お
く
る
な
！
」
と
訴
え
、

非
武
装
中
立
の
本
質
を
最
も
簡
潔
に
言
い
あ
ら
わ
し
、
多
く
の

人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。 

同
年
３
月
、
総
評
第
２
回
大
会
で
は
、
こ
の
「
平
和
四
原

則
」
を
支
持
し
政
治
方
針
と
し
て
確
立
し
国
際
自
由
労
連
一
括
加

盟
案
を
否
決
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
ア
ヒ
ル
へ

の
転
換
」
で
あ
り
、
歴
史
的
な
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
の
誕
生
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で
し
た
。 

 

 

三
位
一
体
の
理
念
「
日
本
国
憲
法
」 

 

今
年
は
、「
日
本
国
憲
法
」
施
行
か
ら
77
年
目
の
年
に
な
り
ま

す
。
本
来
、
近
代
立
憲
主
義
憲
法
は
、
個
人
の
権
利
・
自
由
を
確

保
す
る
た
め
に
国
家
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
憲
法
は
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和

主
義
の
三
つ
を
基
本
原
理
と
し
て
お
り
世
界
に
誇
れ
る
「
平
和
憲

法
」
で
す
。 

国
民
こ
そ
が
政
治
の
主
役
を
意
味
す
る
国
民
主
権
も
基
本
的

人
権
も
、
と
も
に
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
最
も
基
本
的
な
原
理

に
由
来
し
、
そ
の
二
つ
が
広
義
の
民
主
主
義
を
構
成
し
、
そ
れ
が

「
人
類
普
遍
の
原
理
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
自
由
と
生
存

は
、
平
和
な
く
し
て
確
保
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
平
和
主
義

の
原
理
も
ま
た
、
人
権
お
よ
び
国
民
主
権
の
原
理
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。 

平
和
主
義
は
、
第
一
に
、
侵
略
戦
争
を
含
め
た
一
切
の
戦
争

と
武
力
の
行
使
お
よ
び
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
放
棄
し
た
こ
と
、
第

二
に
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
た
め
に
戦
力
の
不
保
持
を
選
択
し
た
こ

と
、
第
三
に
、
国
の
交
戦
権
を
否
認
し
た
こ
と
の
三
点
に
お
い
て
、

比
類
の
な
い
徹
底
し
た
戦
争
否
定
の
態
度
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
前
文
で
、
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民

の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し

よ
う
と
決
意
し
た
」
と
述
べ
、
国
際
的
に
中
立
の
立
場
か
ら
の
平

和
外
交
お
よ
び
国
際
連
合
に
よ
る
安
全
保
障
を
考
え
る
と
宣
言
し

て
い
ま
す
。 

 

今
や
、
す
で
に
戦
時
体
制
？ 

 
 

と
こ
ろ
が
岸
田
自
公
政
権
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
戦
争
を
口
実
に
し
て
、
中
国
を
敵
視
し
軍
国
日
本
へ
と

突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
22
年
12
月
、
岸
田
政
権
は
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
持
を
認
め
、
軍
事
費
の
大
幅
増
額
・
大
増
税
に
踏
み

込
む
「
安
保
三
文
書
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
戦
後
の
安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
で
あ
り
「
平
和

憲
法
」
の
空
文
化
に
つ
な
が
る
、
許
し
て
は
な
ら
な
い
暴
挙
で
す
。

特
に
、
沖
縄
・
石
垣
島
を
中
心
に
南
西
諸
島
一
帯
の
軍
事
基
地
化

が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
今
や
す
で
に
戦
時
体
制
下
？ 

と
の
状

況
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

岸
田
首
相
は
、
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
「
在
任
中
に

憲
法
改
正
を
実
現
す
る
」
と
述
べ
、
軍
事
費
の
倍
増
と
、
憲
法
に

自
衛
隊
を
明
記
し
「
国
防
軍
」
化
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。 

憲
法
を
足
蹴
に
し
な
が
ら
、
一
方
で
「
法
の
支
配
」
を
強
調

あ
し
げ 
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す
る
矛
盾
、
岸
田
政
権
の
本
質
を
見
抜
き
、
私
た
ち
は
怒
り
を
も

っ
て
共
に
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
ぬ
く
闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

核
戦
争
の
時
代
に
勝
者
は
な
い  

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
以
降
の
世
界

は
、
一
つ
の
国
家
が
通
常

兵
力
で
軍
備
増
強
し
て
も

安
全
や
独
立
を
確
保
で
き

な
い
時
代
に
入
っ
た
と
言

え
ま
す
。
核
戦
争
の
時
代

に
勝
者
は
あ
り
え
ず
、
戦

争
は
政
治
の
手
段
と
い
う

意
味
を
失
い
、
武
装
に
よ

る
安
全
保
障
は
あ
り
え
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
の
世
界
は
核
保
有

国
が
対
立
し
て
お
り
、
ど

ち
ら
か
の
陣
営
に
組
す
る

こ
と
は
、
か
え
っ
て
危
険

が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。
今
や
、
非
武
装
で
中
立
と
い
う
「
理
想

主
義
」
こ
そ
が
、
実
は
最
も
現
実
的
な
政
治
姿
勢
な
の
で
す
。 

し
か
し
日
本
は
、
２
０
１
５
年
９
月
19
日
、
「
平
和
安
全
法

制
」
強
行
採
決
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
日
本
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

る
か
ど
う
か
は
無
関
係
で
発
動
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

現
在
日
本
に
は
、
１
３
０
の
基
地
が
あ
り
、
個
別
の
施
設
で

み
れ
ば
、
そ
の
数
は
７
１
１
２
に
及
び
ま
す
。
在
日
米
軍
基
地
は
、

横
田
、
座
間
、
横
須
賀
、
佐
世
保
、
沖
縄
に
嘉
手
納
、
普
天
間
、

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
７
ヵ
所
に
あ
り
、
そ
こ
に
世
界
最
多
の
約
５

万
４
千
人
の
米
兵
が
駐
留
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
に
学
ぶ 

 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
カ
ッ
プ
で
日
本
に
勝
っ
た
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
軍

隊
を
持
た
な
い
国
で
す
。
１
９
４
９
年
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
で
常

備
軍
を
解
体
し
た
際
に
軍
事
予
算
を
教
育
・
医
療
・
環
境
保
全
に

分
配
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
憲
法
に
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
８
％
を
教
育
費
に
充
て
る
」
と
し
て
大
学
ま
で
の
無
償
教
育
が

実
現
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
国
で
す
が
、
地
球
幸
福
度
一
位
に
も

選
ば
れ
、
素
晴
ら
し
い
国
民
性
で
平
和
を
実
現
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
も
憲
法
９
条
２
項
で
「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

映画「コスタリカの奇跡～積極的平和国家の作り方～」 

の上映会より（中学生が調べました） 
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れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
」
と

宣
言
し
て
い
る
の
に
、
何
が
日
本
の
軍
国
化
へ
の
道
を
歩
ま
せ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
追
従
の
政
治
姿
勢

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
の
は
国
民
一
人
ひ
と
り
の
意

思
表
示
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
最
大
の
敵
は
、
「
無
知
と

無
関
心
」
だ
と
も
言
え
ま
す
。 

  

自
主
独
立
の
主
体
性
を 

 

国
民
が
権
力
の
支
配
か
ら
自
由
で
あ
る
た
め
に
は
、
国
民
の

国
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
確
立
し
て
い
る
体
制
に
お
い
て
は
じ

め
て
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
民
主
主
義
は
、
人
間
の
固
有
の

尊
厳
に
由
来
し
て
お
り
「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
」（
憲
法
13
条
）
を
基
礎
と
し
、
す
べ
て
の
国
民
の
自
由
と

平
等
が
確
保
さ
れ
て
は
じ
め
て
開
花
し
ま
す
。
民
主
主
義
と
は
、

単
に
多
数
者
支
配
の
政
治
を
意
味
せ
ず
、
実
を
と
も
な
っ
た
立
憲

民
主
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

人
権
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
」（
憲
法
11
条
）
と
謳
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
自
覚
と
責
任
で
す
。 

 

 

非
武
装
中
立
こ
そ
世
界
平
和
へ
の
道 

 

私
た
ち
は
、
非
武
装
中
立
が
論
理
的
に
も
現
実
的
に
も
唯
一

の
平
和
へ
の
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
社
会
党
だ
け
が
日
本
国

憲
法
に
即
し
た
「
非
武
装
中
立
」
の
正
し
さ
、
国
際
政
治
に
お
け

る
平
和
と
民
主
主
義
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

世
界
の
各
地
で
今
、
こ
の
時
に
も
、
多
く
の
罪
な
き
人
々
が
、

虐
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
平
和
」
と
い
う
名
の
も
と
に
。
一
部
の

支
配
階
級
の
利
益
の
た
め
に
、
世
界
の
各
地
で
、
多
く
の
血
が
な

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
げ
き
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
怒
り
！ 

平

和
は
、
誰
か
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
を

願
う
世
界
の
人
々
が
、
額
に
汗
し
て
働
く
労
働
者
が
、
手
に
手
を

取
り
合
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
団
結
を
持
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

日
本
の
支
配
階
級
は
、
戦
争
の
で
き
る
国
家
づ
く
り
の
た
め

に
「
平
和
憲
法
」
を
亡
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
若
い
世
代
を
先
頭
に
し
て
、
平
和
を
心
か
ら
願
い
闘
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
和
を
守
る
こ
と
は
、
命
を
守
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。
人
間
ら
し
く
、
働
き
つ
づ
け
生
き
つ
づ
け
る
た
め

に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
す
ど
う 

ゆ
き
ひ
こ
） 


